
 

働く世代のオーラルヘルス推進事業について（令和５年度開始） 
 

１ 背景 

本市では、高校卒業後から４０歳までは歯科健診が任意となるため、若い就労世

代（２０～３０代）において、歯科医療機関に行く機会を失いがちとなること、歯

科健診の受診状況等が把握できていないことなどの課題があった。 

ついては、若い就労世代を対象に、歯科医療機関を受診するきっかけづくり及び

歯科健診の受診状況等に関する実態調査、歯科口腔保健に関する普及啓発を行うこ

ととした。 

 

２ 目的 

生涯を通じた歯科健診の機会の確保に向けた取組みを推進し、かかりつけ歯科医に

よる継続的な歯・口腔の健康管理等による歯科口腔保健の推進を図る。 

 

３ 実施内容及び実績 

（１）令和５年度 

ア 歯周病リスク検査及び実態調査 

〇 令和５年度中に３０歳に到達する市民８，０５０人に「郵送による歯周病

リスク検査」の案内ハガキを送付し、先着５００人を対象に検査キット及び

啓発リーフレットを送付。 

 

 

 

 

 

 

案内ハガキ 

検査の流れ 

検査キット 

※使用キット：歯周病原因菌酵素測定試薬「ＡＤＣＨＥＣＫⓇ」 
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1か月に1回

7人(3.9%)

3か月に1回

33人(18.3%)

6か月に1回

31人(17.2%)

1年に1回

22人(12.2%)

治療が必要な

場合のみ

81人(45.0%)

受診していない

6人(3.3%)

実施あり

13人(7.2%)

実施なし

154人(85.6%)

不明

13人(7.2%)

低リスク

（セルフケア

の継続促進）

217人(60.3%)
中リスク

（歯科受診を

勧奨）

102人(28.3%)

高リスク

（早期の歯科

受診を勧奨）

41人(11.4%)

〇 検体を回収した３６０人(回収率７２．０％)に対して検査を実施し、結果

を電子メールで送付。 

【検査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 検査申込者５００人に対してＷｅｂアンケートを実施。 

（回答者数１８０人・回答率３６．０％） 

【アンケート結果(概要)】 

・定期的な歯科健診の受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職場における定期的な歯科健診の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期受診なし 

計 48.8％ 

リスクあり 

（歯科受診を勧奨） 

計 39.7％ 



 

受診済

41人(24.0%)

受診予約済

10人(5.8%)

受診予定あり

79人(46.2%)

受診予定なし

41人(24.0%)

とても高まった

45人(26.3%)

やや高まった

101人(59.1%)

あまり

高まらなかった

22人(12.9%)

全く

高まらなかった

3人(1.8%)

62人(36.3%)

13人(7.6%)

83人(48.5%)

36人(21.1%)

15人(8.8%)

0人 50人 100人

特に変わったことはない

その他、歯周病等の予防のために

セルフケアを改善した

正しい歯みがき方法を意識して

丁寧にみがくようになった

デンタルフロスや歯間ブラシを

使うようになった

1日の歯みがき回数が

増えた

・検査実施後（事業参加後）の歯科受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検査実施後（事業参加後）の歯・口腔の健康づくりに対する関心の高まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・検査実施後（事業参加後）のセルフケアの変化（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心が高まった 

計 85.4％ 

セルフケアを改善 

計 63.7％ 

※回答者のうち事業参加者 171 人に対する割合を記載 

※回答者のうち事業参加者 171 人に対する割合を記載 

※回答者のうち事業参加者 171 人に対する割合を記載 

受診済又は 

受診予定 

計 76.0％ 



 

イ 普及啓発 

○ 歯科口腔保健に関する啓発リーフレットを作成し、検査申込者や市の研修

会参加者、医療機関等に配付。 

作成： ２０，０００部 

配布：約１９，０００部（令和５年度末時点） 

 

（２）令和６年度 

○ 歯周病検診の対象年齢に３０歳を追加 

○ 職域等を通じたリーフレットの配布等による普及啓発 

 




